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　令和の新しい時代となり、日々社会情勢が変化する中、旭市

は１市３町合併から16年を迎えました。市民の皆様には、これ

まで進めてきた市政運営へのご協力、ご理解に感謝申し上げま

す。

　急速な少子化の進行、核家族化や就業する女性の増加、新型

コロナウイルス感染症の影響や、地域の連帯感の希薄化などに

より、子育てや子どもを取り巻く社会環境が大きく変化してい

る今日、次代を担う子どもたちは社会の希望であり、未来をつくる存在であることから、社

会全体で子育てを支援することが求められています。

　国は、幼児期の教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進める「子ども・

子育て支援新制度」を平成27年４月より施行し、幼稚園、保育所、認定こども園において子

どものすこやかな育ちを支援しています。

　保育所は、保育の必要な子どもを保育し、その健全な心身の発達を図ることを目的とした

施設で、昨今の社会環境の変化から子育てに悩む保護者も増えているなか、その役割はます

ます大きくなっているところです。

　旭市は、人口増加や経済発展に伴い拡大する行政需要に対応するために、特に昭和50年代

から平成12年頃までの間に公民館や学校教育施設など数多くの施設を建設してきました。平

成17年には、旭市、海上町、飯岡町、干潟町の１市３町の合併により、多くの公共施設等を

引き継ぎましたが、築後30年を経過した施設は５割近くに及び、近い将来には施設の建替え

等が必要になってきます。

　また、本市の公立保育所は市内に13か所あり、昭和50年代に建設された施設が多く、施設

の老朽化による維持管理経費の増加や、施設数が多いことによる慢性的な保育士不足、少子

化による利用児童数の減少等の問題が生じており、この状況は今後ますます深刻化していく

ことが予想され、このままでは将来、適切な規模での質の高い保育サービスの提供が難しく

なる恐れがあります。

　このような公共施設等の現状に対し、市は平成28年９月には施設整備の基本方針として「旭

市公共施設等総合管理計画」を策定しました。その後の「旭市公立保育所在り方検討委員会」

や「旭市立保育所再編計画策定懇談会」では、各委員において議論や検討がなされ、そして

今回、公立保育所のより具体的な実施計画として、「旭市立保育所再編計画」を策定しました。

　本計画を礎として、すべての子育て家庭を地域の皆様とともに支え、みんなの笑顔があふ

れるまちを「チーム旭」でつくってまいりたいと考えておりますので、皆様のご理解とご協

力をお願いいたします。
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